
K
　開智国際大学は「ハンドボールの
指導もできる教師や社会人を育成し、
ハンドボールの普及に貢献したい」
という思いから、2019年に創部。
今年度の新１年生は、関東圏はもと
より、福島、富山、沖縄、北海道、
岐阜から男女25人が新たに入部し、
男女部員数は総勢70人となった。
「学生時代にしかできない経験をし
てほしい」（布田総監督）という思
いから全体練習は週３日（２時間程
度）。学生の主体的な活動を大切に、
学業やアルバイトなど将来の夢を実
現するための時間に費やせる。
　今春の関東学生リーグでは男子は
４部、女子は２部Ａに所属。週３日
の活動でもできることを実証しよう

と、男子は３部昇格、女子は２部Ａ
の３位以内を目標に掲げている。
　伝統ある強豪大学とは一線を画し、
協会や連盟の活動、大会運営、レフ
ェリー、コーチング、トレーナー、
チーム運営やＰＲ活動など、多岐に
わたる貢献活動にも力を注ぎ、生涯
を通じてハンドボールに関わり続け
る人材育成を第一のミッションとし
ているのも魅力、特長と言える。
　また、競技レベルを問わないハン
ドボール特待・推薦制度の導入は他
大学では類を見ないもの。特待生基
準は、総監督面接による「ハンドボ
ールに対する志の高さ、熱意、適性
の判断」と「学業成績（評定平均３．
８以上）」、「特待生入試の成績結果」
が条件で自薦・他薦を問わない、斬
新な制度だ。
　大学１年生から系列校（小中高）
でのインターンシップや学校行事へ
の参加など、他大学にない取り組み

を実践し、公立校教員採用試験で多
くの合格者を輩出している教育学部。
　ＡＩ、プログラミング、データサ
イエンスなど、新時代に必要不可欠
なスキルが身につけられる「ヒュー
マン・イノベーション科目群」が来
年度から新設される国際教養学部。
　両学部の二学部制というコンパク
トさが、学生支援体制の充実につな
がっているのも強みとなっている。
「ハンドボールの奥深さやおもしろ
さ、技術や戦術の緻

ち

密
みつ

さ、質の高い
練習方法などを学生たちが主体とな
って探究することで、将来にわたり
ハンドボールに貢献してほしい。進
路相談や特待制度の詳細などお気軽
にお問い合わせください。全国どこ
にでも出向きますし、オンライン面
談も可能です」と布田総監督。
　経験、実績は不問。必要なのは「４
年間を充実した時間にしたい」とい
う意欲だ。
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指導者
部長・青木徹（開智学園理事長・開智国
際大学学長）
総監督・布田淳（開智国際大学事務局長）
男子監督・濱川康一（55 歳、中大卒）
女子監督・渡辺浩（54 歳、日大卒）
練習場所

開智望小学校・中等教育学校体育館（茨
城県守谷市）

寮・合宿所
無（※ただし、ハンドボール部専用の戸
建てシェアハウスあり。家賃月額 25,00 
0 円〜 30,000 円）
学費

１年次：1,230,000 円
２年次：980,000 円
奨学金

有

取得可能な資格・免許
●教育学部
小学校教諭一種免許状（全科）、中学校
教諭一種免許状（英語・国語）
高等学校教諭一種免許状（英語・国語）

【教職課程認定申請中】※令和５年度よ
り、新たに「社会コース」を設置予定。
中学校教諭一種免許状（社会）、高等学
校教諭一種免許状（高校地歴・公民）の
免許取得が可能（予定）。
※文部科学省における審査の結果、予定している教
職課程の開設時期等が変更となる可能性があります。

経験や実績は問わず
人材育成に力を注ぐ

●ハンドボール特待推薦
有（自薦・他薦を問わない。国立
大学より低額となる授業料免除。
選考方法は①学業成績（評定平均
3.8 以上）②総監督面接（志の高
さ、熱意、適性）③特待生選考入
試結果の上位者／男女各７人）

●ハンドボール推薦
有（入学金 25 万円相当の免除／
男女各６〜 10 人程度）

●特待・推薦受験手続期間
11 月 21 日（月）〜 12 月９日（金）

●特待生選考入試日程
12 月 18 日（日）

●オープンキャンパス
６月 18 日（土）、７月 17 日（日）、
８月６日（土）、８月 20 日（土）、
９月 24 日（土）、11 月 20 日（日）、
12 月 17 日（土）
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